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「
冒
蜜
島
q

篇
漏

丁
窒
摩
、
『
、
9
』

　
フ
ゑ
ー
ノ
ー
　

さ
た
こ
、
ダ
こ
県
た
け
は
「

　
地
震
で
い
ち
ば
ん
恐
し
い
の
は
、

地
震
に
伴
う
家
屋
の
倒
壊
な
ど
の

直
接
的
な
被
害
よ
り
も
、
そ
の
後

　
に
発
生
す
る
火
災
で
す
．
．

　
▽
す
ば
や
く
火
の
始
末

　
▽
「
火
を
消
せ
ッ
！
」
と
大
声
で

　
声
を
か
け
る
（
自
外
∵
目
身
に
」
気

　
合
を
か
け
る
。
）

　
▽
あ
わ
て
て
外
に
と
び
だ
す
な

　
テ
ー
ブ
ル
や
机
な
ど
丈
夫
な
家

　
具
の
下
や
便
所
、
押
入
な
ど
柱

　
の
多
い
と
こ
ろ
へ
身
を
よ
せ
る
。

▽
戸
を
開
け
て
避
難
口
の
確
保
を

▽
キ
つ
よ
つ
と
一
侍
て

　
　
心
の
落
ち
著
き
、
正
し
い
判

　
断
（
周
囲
の
様
子
を
確
認
し
、
，

　
次
に
な
す
べ
き
行
動
を
自
分
自

　
身
に
い
い
き
か
せ
る
3

▽
室
内
の
ガ
ラ
ス
の
破
片
に
気
を

　
つ
け
よ
う
ズ
巧
ッ
と
き
た
ら
窓

　
ヴ
ラ
ス
か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う
、
、

▽
門
や
塀
に
は
近
寄
る
な

▽
近
所
、
ρ
・
る
み
で
消
火
活
動

▽
余
震
に
よ
る
倒
壌
に
注
意

　
大
揺
れ
の
あ
と
に
余
震
が
き
ま

　
す
．
．
大
揺
れ
が
静
ま
っ
た
ら
落

　
下
物
に
注
意
し
な
が
ら
ひ
と
ま

　
ボ
外
へ

▽
ガ
ス
漏
れ
を
発
見
し
ょ
う

　
避
難
す
る
と
き
は
必
ず
・
元
栓
を

　
し
め
ま
し
ょ
う
。
ガ
ス
漏
れ
を

　
発
見
し
た
ら
火
気
厳
禁

▽
漏
電
に
注
意

　
電
線
に
は
絶
対
触
れ
な
い
よ
う

　
に
し
ま
し
ょ
う
＾
．

2

いざというときのため参加しましようノ

　
六
月
十
二
日
は
「
県
民
防
災
の
日
」

で
す
。

　
昭
和
五
十
三
年
六
月
十
二
日
に
発

生
し
た
、
宮
城
県
沖
地
震
を
教
訓
と

し
で
、
、
大
規
模
地
震
災
害
に
対
す
る

防
災
訓
練
が
県
下
一
斉
に
行
わ
れ
ま

す
。

　
市
に
お
い
て
も
大
規
模
地
震
を
想

定
し
、
防
災
関
係
機
関
と
地
域
住
民

が
一
体
と
な
っ
て
各
種
訓
練
を
実
施

し
、
的
確
な
防
災
体
制
を
確
立
す
る

と
と
も
に
、
訓
練
を
通
じ
防
災
意
識

の
高
揚
、
普
及
を
図
り
ま
す
。

　
『
昭
和
六
十
二
年
六
月
十
二
日
、
午

前
九
時
三
十
分
、
宮
城
県
沖
を
震
源

と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
乃
と
推
定

さ
れ
る
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
た
。

二
の
地
震
に
ょ
り
、
斎
川
小
学
校
、

斎
川
町
屋
敷
地
内
｝
般
住
宅
か
ら
火

火
が
発
生
し
住
民
の
避
難
が
必
要
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
土
砂
災
害
が
発
生

し
、
交
通
機
関
、
電
力
、
通
信
、
ガ

ス
、
水
道
等
の
生
活
関
連
施
設
に
も

大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
』
と
い
う

想
定
に
よ
り
訓
練
を
行
い
ま
す
．

　
住
民
の
避
難
訓
練
、
ハ
シ
ゴ
車
に

ょ
る
負
傷
者
の
救
出
救
護
訓
練
、
消

防
署
・
消
防
団
に
よ
る
火
災
防
御
訓

練
、
電
力
、
電
話
、
ガ
ス
、
、
水
道
な

ム
、

ど
公
共
施
設
復
旧
訓
練
が
行
わ
れ
ま

す
．
”
、

　
各
家
庭
に
お
い
て
も
非
常
持
出
品

の
確
認
、
火
気
の
始
末
、
電
気
器
具

膨

』
、

貞
、＼

　　　　　　＼

暁．　　マ

　
　
　
　
　
　
　
＼
“
曳
一
、

　
　
　
　
　
　
く

1…瓶慢

醸4げ
馳、蕃

の
始
末
、
家
具
類
の
転
倒
防
止
、
消

火
器
の
点
検
確
認
な
ど
自
主
的
に
行

い
、
大
規
模
地
震
災
害
か
ら
身
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
＼
、
、

　
　
　
　
　
＼
・
＼

　
　
　
『
＼

》
．
懇

瓢
，

」

篠
・

　
　
　
　
」

ゆ
　
し
、

漕禰

慶

も鴫1繍嚇一
▲昨年の防災訓練（鎌先地区

一斉にサイレン午前9時30分

魯臓
　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　災　　　　　　　　勝　　　　熊、

　　　　奪

　　　　蝿

　　箏

牽

－

地震の多いこのごう

指定ひなん場所

準
備
し
て
お
き
た
い

　
　
　
　
　
　
罪
常
持
ち
出
し
品

一
、
水
、
食
料
品
、
日
用
品
は
、
二

　
～
三
日
し
の
げ
る
だ
け
備
え
て
お

　
♪
ざ
≠
ひ
し
ヴ
よ
｝
つ
、
u
．

二
、
予
知
情
報
が
出
た
あ
と
で
、
あ

　
わ
て
て
、
買
い
に
走
っ
で
、
も
た
や
す

　
く
手
に
入
ら
な
い
し
、
そ
の
行
動

　
自
体
が
パ
ニ
ッ
ク
状
態
を
つ
ー
り

指定避難場所一覧

指
定
避
難
場
所

第

小

学

校

第
二
小
学
校

中
　
央
　
公
　
園

白
石
中
学
校

大
平
小
学
校

白
石
高
等
学
校

工
業
高
等
学
校

女
子
高
等
学
校

収
容
地
区
名

自
石
地
区
中
央
部
、
北
部

・
　
南
部

・
　
南
部

ウ
　
南
部

〃
　
南
部
、
大
平
地
区

ク
　
西
部

〃
　
東
部

ク
　
西
部

福
岡
地
区

避難経路や家族共通の連絡場所
についても家族で話し合い、確認
しあっておき、いざとr，≧う場合に
そなえておきましょうワ

　
ま
す
．
”
．
悔
い
を
残
さ
な
い
よ
う
に
、

　
こ
れ
ら
の
も
の
は
常
日
頃
か
ら
用

　
意
し
で
、
お
き
ま
し
ょ
う
。

三
、
す
ヘ
マ
背
負
え
る
リ
ュ
ッ
ン
な
ど

　
に
ま
と
め
で
、
入
れ
て
、
取
り
出
し

　
や
す
い
と
こ
ろ
に
置
い
て
お
き
ま

　
し
よ
う
．
）

福
岡
小
学
校

福
岡
中
学
校

〃

丁
～
1
ー
ー
美
　
　
ゴ，

ー

r

、
、
［
1
4
u

二
　
『
税
r
二
一
一
観
『
［
、
一

笥
－
億
心

　
　

ξ
二

　
　
…
力
一

　
　
芸
置
ヤ

　
　
～
＼
一
－
歪

　
　
　
《
．
魯
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1構成決まる成構会議

議
長
に
山
谷
氏

　
任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会
議
員
選

挙
の
投
票
が
四
月
二
十
六
日
に
行
わ

れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
二
十
六
名

の
新
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
は
、
二
十
六
名
の
定

員
に
二
十
七
名
が
立
候
補
す
る
と
い

う
少
数
激
戦
と
な
り
ま
し
た
。
投
票

率
は
八
十
七
・
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
と

前
回
を
わ
ず
か
に
下
ま
わ
り
ま
し
た
。

改
選
後
初
の
臨
時
市
議
会
が
五
月

十
一
日
招
集
さ
れ
、
本
会
議
を
開
き

第
十
四
代
議
長
に
山
谷
宗
吉
氏
、
第

十
代
副
議
長
に
半
沢
良
吾
氏
を
選
任

し
ま
し
た
。

引
き
続
き
各
常
任
委
員
会
の
構
成

を
決
め
、
正
副
委
員
長
を
互
選
し
ま

し
た
。

凡
　
　
例

①
職
業

②
所
属
政
党

③
　
常
任
委
員
会

④
出
身

⑤
当
選
回
数

0
議
席
番
号

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

qD

浜
田
徳
兵
衛
（
護
）
　
㈲
高
橋
　
慶
助
（
暴
）

4

議
長

⑳
山
谷
　
宗
吉
（
蔑
）

⑤④③②①
　○　　博四白総日会　一
　務本社　55回石財英員　歳
　政壷　　）

「

ハ　　　　　　　　　 　⑤④③②①　国
三白経無木男

　　所工　66
回石済属業　歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軽
h
雛
所
殿
泉
山
惣
策
．
4
歳
）
G
り
小
室
元
一
．
－
，
歳
、

《
誕
ト
痒
蛙
膏
臼
毒
に
県
冶
τ

　
委
員
長
矢
ノ
目
八
蔵

　
副
委
員
長
　
半
沢
　
正
三

⑥
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
委
員
長
高
子
文
雄

　
副
委
員
長
　
小
山
　
惣
策

◎
建
設
常
任
委
員
会

　
委
員
長
鈴
木
康
弘

　
副
委
員
長
　
小
室
　
元
一

副
議
長

㈲
半
沢
　
良
吾
（
6
9
歳
）
　
㈲
大
槻
慶
治
郎
（
蔑
）
　
㈹
半
沢
　
正
三
（
6
3
歳
）

冒
駆
会

　
　
　
一
㌧

昌
一
漏
日

⑨
矢
ノ
目
八
蔵
（
議
）

［
△
，
へ
』
瓢
◎
簿

、
．
　
轟
幽
⑤
④
欝

⑬
佐
竹
　
　
芳
（
躍
）
　
㈹
佐
藤
　
仲
弐
訂
歳
）
　
囲
制
野
　
昭
市
（
蔑
）

㈹
大
庭
　
康
一
（
畢
）
　
㈲
吉
見
三
代
治
（
暴
）
　
㈹
鈴
木
　
康
弘
（
蔑
）
　
四
村
上
　
義
博
（
護
）

」講㍉
⑤④③②①

一福経無会
　　　所社
回岡済属員

　
　
　
1

＼

㈹
高
橋
　
忠
夫
（
器
）
　
㈹
遠
藤
　
倉
雄
誌
歳
）
　
⑳
和
泉
　
義
孝
（
蔑
）
　
㈲
風
問
　
文
静
（
駕
）

⑤④③②①

一大経無農
　　所回平済属業

誕讐、撫、

⑤④③②①

九福総自農
　　務由
回岡財塁業
　　政党

⑤④③②①

五白建無農
　　　所
回石設属業

　［　　

⑤④③②①

一白総無僧
　　務所
回石財属侶
　　政

㈹
高
橋
喜
多
雄
（
畏
）
　
⑰
小
室
　
欣
一
（
鍵
）
　
⑳
高
子
　
文
雄
（
護
）
　
㈲
斎
　
　
彦
一
（
蔑
）

5



／
ほ
く
ら
の
ま
ち
の
会
社
訪
問

⑱
＼

畑
ケ
中
製
麺
合
資
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
白
石
市
字
東
小
路
4
1

　
藩
政
時
代
、
白
石
城
主
片
倉
公
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ず
ロ
　
の
ず
ぜ
　
う
ド
　
の
ん

物
産
奨
励
策
に
よ
り
手
延
温
麺
が
盛

流
に
つ
≦
り
れ
、
米
沢
や
福
島
方
面

に
販
売
き
れ
、
藩
財
政
の
一
役
を
担

っ
て
い
ま
し
た
。
明
治
に
な
っ
て
も

白
石
の
特
産
品
と
し
て
衰
え
る
こ
と

な
く
生
産
さ
れ
続
け
ま
し
た
。

「
明
治
り
9
ω
年
、
初
代
善
六
へ
現
社
長

の
祖
父
）
が
現
在
地
に
佐
藤
善
六
商

店
を
開
き
、
手
延
温
麺
を
つ
く
っ
て

い
ま
し
た
。
当
時
は
周
囲
一
面
が
畑

で
日
中
で
も
狐
や
狸
が
歩
い
て
い
た

そ
う
で
す
。
畑
の
真
中
に
あ
っ
た
の

で
、
町
の
へ
こ
ち
は
、
『
は
た
け
の
な

2
幽
掘

鍵
　
箋
　
　
　
㎜
壽
撫

か
』
と
呼
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
そ

の
う
ち
『
は
た
け
な
か
』
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
の
で
、
昭
和
5
年
の
会

社
設
立
の
と
き
、
畑
ケ
中
製
麺
合
資
・

会
社
と
い
た
し
ま
し
た
」
と
社
長
さ
ん
。

　
時
聞
と
手
数
の
か
か
る
手
延
製
麺

は
、
製
麺
機
の
導
入
に
伴
っ
て
次
第

に
減
少
、
昭
和
3
0
年
代
に
は
完
全
に

姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
し
た
、
、

「
手
延
製
法
の
風
味
、
コ
シ
の
強
さ
、

は
麺
の
原
点
で
す
。
麺
の
本
当
の
お

い
し
き
、
を
味
わ
っ
て
頂
く
た
め
、
『
足

踏
み
㌣
『
手
延
ば
し
』
な
ど
の
伝
承

技
法
を
復
活
さ
せ
、
手
延
製
品
の
生

産
に
や
っ
と
昨
年
成
功
い
た
し
ま
し

た
」
こ
の
製
法
は
、
「
冷
温
熟
成
法
」

と
い
う
製
法
特
許
に
な
っ
て
お
り
、

二
れ
に
よ
っ
で
、
「
手
延
温
麺
」
・
「
手

延
生
う
ど
ん
∵
「
手
延
玉
素
麺
」
さ

ら
に
は
製
造
が
む
ず
か
し
い
と
さ
え
、

い
わ
れ
で
、
い
た
「
手
延
そ
ば
」
な
ど
｛

二
十
数
種
類
、
の
製
晶
が
開
発
さ
れ
好
．

評
を
得
て
い
ま
す
。

　
東
京
と
大
阪
の
営
業
所
を
含
め
て

七
十
名
の
従
業
員
が
｝
丸
と
な
り
、

日
本
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
、
・
・
ア
メ
リ
ヵ

や
ヨ
ー
ロ
ッ
ペ
の
食
卓
を
飾
る
製
品

つ
く
り
に
余
念
の
な
い
毎
日
。

皿
市
　
長

4
月
2
5
日
団
　
蔵
王
連
峰
夏
山
開
き

　
　
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
開
通
に
合
わ
せ
て

例
年
ど
お
り
刈
田
峠
駐
車
場
で
夏
山

開
き
が
行
わ
れ
た
。
山
形
県
側
か
ら

上
山
市
の
永
田
市
町
が
出
席
さ
れ

て
い
た
の
で
、
　
「
ど
う
で
す
、
蔵
王

を
と
り
ま
く
市
・
町
で
蔵
王
サ
ミ
ッ

ト
を
や
り
ま
せ
ん
か
」
と
話
し
か
け

た
ら
大
乗
り
気
で
「
ぜ
ひ
や
り
ま
し

ょ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
上
山
市
は
山
形
市
へ
、
白
石
市

は
七
ケ
宿
町
・
蔵
王
町
・
川
崎
町
へ

連
絡
し
て
、
三
市
三
町
の
首
長
が
集

ま
り
、
県
境
を
越
え
て
、
蔵
王
観
光

の
発
展
を
は
か
ろ
う
と
い
う
も
の
で

［
あ
る
。
ぜ
ひ
実
現
し
た
い
。

26

日
㈲
　
市
議
会
選
挙
行
わ
れ
る

　
二
十
六
名
の
議
員
が
決
ま
る
。

　
ご
当
選
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し

　
三
一
．
鎖
晦
驚
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唖

」
愈
曝
季
聴
鼠
隅

　
　
繋
、

蘭
麗
醸
）－

≦
．
．

｝・響轟属琴「．、，、、き煮芒寝

▲武者行列凱旋式

＿でい潟で　的
東金たまこ私な
京安だでのの方
農先い出方大で
工生たか以学あ
大＿。け外時る
）東馬てに代⊂
永北場おなの
井大先願い二
先）生いと年
生藤のし信先
＿汀、ボ’じ書

日
　
誌
　
㎜

あ
げ
る
と
と
も
に
、
山
積
し
て
い
る
市

の
諸
問
題
の
解
決
に
ぜ
ひ
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

29

日
㈱
　
白
石
市
総
合
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
策
定
懇
談
会

　
市
の
第
三
次
総
合
計
画
策
定
の
た

め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
が
決
定

し
、
第
一
回
の
懇
談
会
が
も
た
れ
た
。

私
は
、
こ
の
計
画
に
つ
い
て
次
の
よ

う
な
考
え
を
も
っ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
総
合
計
画
に
は
、
本

市
の
基
本
的
な
道
筋
を
キ
チ
ッ
と
つ

け
る
基
本
構
想
が
最
も
大
切
で
あ
る
。

そ
の
策
定
に
は
、
理
論
だ
け
で
は
現

実
的
で
な
い
し
、
『
方
柔
軟
な
発
想

も
必
要
で
あ
る
。
従
っ
て
適
任
者
を

選
ぶ
の
が
大
変
に
難
か
し
い
。

　
幸
い
、
ス
タ
ッ
フ
の
チ
ー
フ
に
な

っ
て
頂
く
予
定
の
馬
場
先
生
は
、
経

済
企
画
庁
調
査
官
、
環
境
庁
国
際
課

長
、
経
済
企
画
庁
経
済
研
究
所
次
長

岩
手
大
教
授
を
経
て
、
現
在
新
潟
大

教
授
と
い
う
経
歴
を
お
持
ち
で
理
想

的
な
方
で
あ
る
。

　
私
の
大
学
時
代
の
二
年
先
輩
な
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
新

潟
ま
で
出
か
け
て
お
願
い
し
、
快
諾

い
た
だ
い
た
。
馬
場
先
生
の
ご
紹
介

で
金
安
先
生
（
東
北
大
）
藤
江
先
生

（
東
京
農
工
大
）
永
井
先
生
（
新
潟

大
）
那
須
氏
（
群
居
仙
台
支
局
長
）

千
葉
氏
（
地
域
文
化
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

な
ど
す
ば
ら
し
い
方
々
に
お
引
き
う

け
頂
き
、
大
変
心
強
い
。

　
先
生
方
は
、
ま
さ
に
意
欲
満
々
で

あ
る
0

5
月
3
日
㈲
　
白
石
春
ま
つ
り

　
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
、
沢

端
川
へ
鯉
の
放
流
、
片
倉
小
十
郎
歴
・

史
展
、
稚
児
行
列
、
山
車
、
み
こ
し
、
｝

武
者
行
列
な
ど
、
盛
り
沢
山
の
イ
ベ
、

ン
ト
が
行
わ
れ
、
空
前
の
人
出
と
な
｝

る
。
新
聞
も
白
石
一
色
、
小
十
郎
『

色
の
記
事
で
あ
る
。
独
眼
竜
政
宗
の
〔

人
気
驚
く
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。

　
あ
ま
り
の
人
出
に
馬
が
興
奮
し
、

サ
オ
立
ち
に
な
っ
て
私
は
振
り
落
と
一

さ
れ
る
や
ら
、
西
郷
輝
彦
氏
は
鞍
に

頭
を
ぶ
つ
け
る
や
ら
え
ら
い
さ
わ
ぎ
．

に
な
り
、
結
局
乗
馬
は
と
り
止
め
徒
一

行
列
と
な
っ
た
。
先
日
9
て
か
に
相
［

馬
市
に
乗
馬
の
練
習
に
行
っ
た
の
を

新
聞
に
ス
ッ
パ
抜
か
れ
た
た
め
、
と
・

ん
だ
と
こ
ろ
で
有
名
に
な
り
、
あ
ち
．

こ
ち
で
ヒ
ヤ
か
さ
れ
る
⊃
く
や
し
い

か
ら
、
こ
う
言
っ
て
や
っ
た
。
　
「
あ
な

た
た
ち
は
、
独
眼
竜
政
宗
の
ス
ト
ー
「

リ
ー
を
知
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
す
一

か
。
次
回
あ
た
り
に
政
宗
が
落
馬
す
．

る
話
が
で
て
く
る
は
ず
で
、
私
は
そ
．

れ
を
先
取
り
し
て
実
行
し
た
購
雪

の
で
す
よ
」
こ
れ
を
称
し
で
、
牽
強
付
…

会
（
強
引
な
こ
じ
つ
け
）
と
い
う
。

6
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ゆ
　
　
　
　
の
　
　
　
　
ゆ

　
　
児
童
手
当
現
況
届
の

　
　
　
　
　
　
　
　
提
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
一
回
「
現
況
届
」
を
提
出
し
て
い

た
だ
，
！
・
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
出
は
、
現
在
支
給
を
受
け
て
い
る

方
の
前
年
の
所
得
・
養
育
の
状
況
な
ど
を
届
け
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
手

当
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
た
め
の
大
切
な
も
の
で
す
。

　
今
年
は
、
次
の
日
程
に
よ
り
、
全

地
区
と
も
市
役
所
ロ
ビ
ー
で
受
付
け

い
た
し
ま
す
。
こ
の
現
況
届
の
提
出

が
な
い
場
合
は
、
次
回
の
支
払
い
分

か
ら
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
現
況
届
に
つ
い
て
は
、
該
当
者
に

通
知
い
た
し
ま
す
）

◎
持
参
す
る
も
の

　
一
、
通
知
書

　
二
、
印
か
ん

目
　
日

6
月
毘
日

地
区
名

越
河

斎
川

犬
平

庁
政
区
名

時
間

場
所

　
三
、
受
給
者
（
原
則
と
し
て
父
親
）

　
　
名
儀
の
預
金
通
帳

　
四
、
年
金
手
帳
な
ど
加
入
し
て
い

　
　
る
年
金
の
番
号
が
わ
か
る
も
の

　
児
童
手
当
は
、
6
月
、
1
0
月
、
2

月
に
、
四
ケ
月
分
を
ま
と
め
て
、
銀

行
（
農
協
）
振
込
み
で
支
給
い
た
し

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
民
課
市
民
係
へ

※
今
年
は
各
地
区
公
民
館
で
は
受
付

け
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
ゆ

年
金
受
給
権
者
現
況
届
は

　
　
　
　
す
み
や
か
に
！

6
月
過
日

6
局
詑
日

6
黒
冒

6
月
吸
百

6
同
器
日

大
鷹
沢

日
　
川

」
原

福
岡

臼
石

臼
石

全
地
区

全
　
　
　
区

全
　
　
　
区

金
　
　
　
区

南
町
・
田
町
・
本
町
・
中
町

長
町
二
里
理
町
・
短
ケ
町

新
町
・
西
益
岡
・
中
益
岡

東
益
岡
・
眉
水
小
路

寿
町
・
柳
町

本
郷
一
・
本
郷
二
・
本
郷
三

本
郷
四
・
尊
山
・
緑
が
丘

鷹
巣
・
旭
町
・
上
郡
山

郡
山
・
小
下
倉

予
　
備
　
日

午前9時～午仁4時

　市役所ロヒー

　
国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん

現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん

か
？

　
「
年
金
受
給
権
者
現
況
届
」
は
、

皆
さ
ん
が
引
き
続
き
年
金
を
受
け
ら

れ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の

大
切
な
も
の
で
、
年
一
回
、
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
の

・
老
齢
年
金

・
通
算
老
齢
年
金

・
老
齢
基
礎
年
金

・
障
害
基
礎
年
金
（
障
害
福
祉
年
金

　
か
ら
移
っ
た
障
害
基
礎
年
金
沿
よ

　
び
2
0
歳
前
の
傷
病
に
よ
る
障
害
基

　
礎
年
金
を
除
く
）

・
遺
族
基
礎
年
金
（
母
子
・
準
母
子

　
福
祉
年
金
か
ら
移
っ
た
遺
族
基
礎

　
年
金
を
除
く
）

を
受
け
て
い
る
人
は
、
誕
生
月
の
末

日
が
提
出
期
限
で
す
。

　
現
況
届
の
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
は
、

皆
さ
ん
の
誕
生
月
の
初
め
に
、
社
会

保
険
庁
か
ら
直
接
本
人
あ
て
に
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
同
封
の
説
明
書
を

よ
く
読
ん
で
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
押
印
し
た
う

え
で
、
市
町
村
長
の
証
明
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
た
り
遅
れ

た
り
し
ま
す
と
、
年
金
の
支
払
い
が

一
時
差
し
止
め
に
な
り
ま
す
の
で
注

今
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

　
今
月
は
昭
和
62
年
2
月
～
5
月
ま

で
の
四
カ
月
分
が
振
り
込
み
に
な
り

ま
す
。
該
当
す
る
金
融
機
関
で
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。
振
り
込
ま
れ
て

い
な
い
場
合
は
、
市
民
課
市
民
係
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
㊨
二
一
一
　
内
線
一
三
一

六
月

日
は
人
権
擁
護
の
日
で
す

　
　
　
　
　
　
お
気
軽
に
ご
相
談
を

　
昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
に
人
権

・
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
、
国
民
の

基
本
的
人
権
を
擁
護
す
る
民
間
入
に

よ
る
機
関
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ

が
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
始
ま
り
で

す
。

　
全
国
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
六
月

一
日
を
「
入
権
擁
護
委
員
の
日
」
と

定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
人
権

思
想
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
人

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
が
届
か
な
か
っ

た
り
失
く
し
た
り
し
た
と
き
は
、
市

民
課
国
民
年
金
係
ま
た
は
、
お
近
く

の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
年
金
を
受
け
始
め
て
一
年

未
満
の
人
は
現
況
届
を
出
す
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係

　
督
嗣
二
一
一
一
　
内
線
｝
三
三
！
、

　
　
　
爵
塁
三

　
　
　
　
　
－
．
．
「
入
調

　
　
　
　
　
＼
｝
　
h
X
　
　
　
　

！
プ
‘

　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

一＝；　1

♪
　
＞

　
　
．
㌍
一

ρ
タ

　
　
一
　
2
〆

8

権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
見
守
り
、

人
権
が
侵
さ
れ
そ
う
な
と
き
に
は
、

救
済
し
、
正
し
い
入
権
の
考
え
方
を

普
及
さ
せ
る
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。

　
日
常
生
活
を
営
ん
で
い
く
う
え
で

こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
か
と
感

じ
た
り
、
法
律
上
ど
の
よ
う
に
な
る

か
わ
か
ら
ず
困
っ
た
り
し
た
と
き
に

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
事
は
、
一
切
秘
密
に
扱
わ
れ
ま
す
。

電話所住

5－2530自石市字上堰8－3

へ権擁護
委員名

小岩庄一

5－2455白石市字延命寺北59山崎俊男

8－2640臼石市越河五賀宇小野作前34佐藤一時

6－2052白石市宇堂場前22渡辺郁世

5－1180自石市字益岡12佐藤俊彦

　
　
　
響
健
序
η
ま
蝋
亡

　
昨
今
、
『
健
康
食
品
』
、
　
『
健
康
機

器
』
な
ど
と
い
わ
れ
る
も
の
が
数
多

く
出
回
っ
て
ま
す
が
、
本
当
に
体
に

良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
健
康
を
作
っ
て
く
れ
る
」
　
「
体
の

調
子
を
よ
く
し
、
病
気
を
直
し
て
く

れ
る
」
な
ど
と
い
う
こ
と
が
販
売
の

た
め
の
宣
伝
の
な
か
で
い
わ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
は

国
が
認
め
て
い
る
わ
け
で
も
、
学
問

上
の
定
説
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
と
え
ば
、
ぶ
ら
さ
が
り
器
な
ど

の
『
健
康
機
器
』
の
場
合
、
医
療
用

白
石
噺
芹

　
　
　
　
　
㌧
ず
ヴ
乳
吻
’
ナ
　
r
・
－
＼

O
昭
和
六
十
二
年
七
月
十
九
日
任
期

満
了
と
な
る
農
業
委
員
会
委
員
の
選

挙
を
次
の
と
訟
り
行
い
ま
す
。

　
選
挙
期
日
　
七
月
十
二
日
⑭

　
告
示
日
　
七
月
　
五
日
㈲

　
選
挙
す
べ
き
委
員
数
　
十
二
人

○
立
候
補
予
定
者
に
対
す
る
説
明
会

を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で

ご
参
集
く
だ
さ
い
。

　
日
時
六
月
二
十
六
日
働

　
　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

　
場
　
所
　
臼
石
市
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
大
会
議
室
（
二
階
）

1
チ
　にド『

具
と
違
い
、
治
療
効
果
を
う
た
っ
て

販
売
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
際
に
は

集
会
所
な
ど
に
集
め
ら
れ
、
　
「
成
人

病
に
効
く
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
『
健

康
機
器
』
を
買
わ
さ
れ
た
と
い
う
例

が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
『
医
療
用
具
』
と

は
一
定
の
効
能
を
厚
生
省
が
認
め
た

も
の
で
す
。
家
庭
用
の
医
療
用
具
の

一
定
の
効
能
の
内
容
は
「
肩
こ
り
に

よ
い
」
・
「
筋
肉
痛
に
よ
い
」
ら
頭
痛

不
眠
症
、
慢
性
便
秘
に
よ
い
」
な
ど

比
較
的
軽
易
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

「
成
人
病
に
き
く
」
な
ど
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
ま
た
、
健
康
機
器
も
医
療
用
具
も

体
の
具
合
の
悪
い
人
が
使
う
と
、
か

え
っ
て
症
状
を
重
／
・
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
医
師
の
指
導
の

も
と
に
使
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
過
大
な
、
あ
る

い
は
誤
っ
た
宣
伝
文
旬
に
惑
わ
さ
れ

ず
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
、
価
値

を
見
極
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
消
費
生
活
相
談
室

　
盈
五
－
二
一
一
一
　
内
線
一
二
七

　
　
　
よ
！
へ
考
茸
て
か
鋤

　
　
　
　
　
　
　
繰
上
げ
講
求
寮
！

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し
て
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
と
納
付
を
免

除
さ
れ
た
期
間
を
合
わ
せ
て
2
5
年
以
上
の
人
が
、
6
5
歳
に
な
っ
た
と
き
に
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
本
人
の
希
望
に
よ
り
、
6
0
歳
以
後

で
あ
れ
ば
繰
上
げ
て
年
金
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
年
金
額
は

65

歳
か
ら
受
け
る
人
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
て
、
請
求
し
た
と
き
の
年
齢

に
応
じ
一
定
の
割
合
で
減
額
さ
れ
ま

す
。
そ
の
割
合
は
、
将
来
に
わ
た
っ

て
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
一
日
一
請
求
す
る
と
、
ど
の
よ
う

な
理
由
が
あ
っ
て
も
取
り
消
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
い
つ
ま
で
長
生
き
で
き
る
か
わ

か
ら
な
い
か
ら
早
く
も
ら
い
た
い
」

と
安
易
な
気
持
ち
で
繰
上
げ
請
求
し

た
こ
と
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
影
響

が
出
て
き
ま
す
。

●
「
特
別
支
給
」
の
老
齢
厚
生
年
金

　
や
退
職
共
済
年
金
が
6
5
歳
ま
で
支

　
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

●
6
5
歳
未
満
の
傷
病
に
ょ
り
一
定
程

　
度
の
傷
害
の
状
態
に
な
っ
た
と
き

　
に
、
障
害
基
礎
年
金
は
受
け
ら
れ

　
ま
せ
ん
。

●
第
1
号
被
保
険
者
で
あ
っ
た
夫
が

死
亡
し
た
と
き
に
、
受
け
ら
れ
る

は
ず
の
寡
婦
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

　
せ
ん
。

●
遺
族
厚
生
年
金
や
遺
族
共
済
年
金

　
が
6
5
歳
ま
で
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
早
く
年
金
を
受
け

始
め
る
こ
と
が
必
ず
し
も
有
利
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
長
い
老
後
の
所
得
の

中
心
と
し
て
「
年
金
」
が
大
き
な
位

置
を
占
め
て
い
る
現
在
、
繰
上
げ
請

求
す
る
と
き
は
、
慎
重
に
考
え
た
い

も
の
で
す
ね
。

　
詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係

　
　
智
㈲
二
一
一
一
　
内
線
一
一
…

繰り上げ・繰り下げの年金額と支給率
　　361，20Q円　　　　％

　　4製，呂00円　　　　　5％

　　4娼，400円

　　498、200円　　謡
　　554，即円　　　　　　　　　89％

　　　　622，800円　　　　　　　　10q％

　　　　一∫697・50。円簗騨・12％

　　　撃㎜円騨饗脇
　　遜・1器＝i、二副i鍵難闘
噌・～』・・し㌧二。、「1・170・900円鞭畷撫．融ぎ　撫聡’188％

　　　20　　　　40　　　　60　　　　80　　　　100（万円1

　60歳
繰61ケ
り62ウ
上
げ63”

　64〃

　65〃

　66ケ
繰
り67ひ

下68ウ
げ69“

70歳以上

1一鉾．

づ
　
照

つ諺

擢
虚

　
，
詮

転
衝

欝遮

6月1日（月》～8月31日（月》

　　蒲町嚇事赦防

重点目標
1．歩行者及び自転車利用者の正しい通行の確保

2・酒飲み運転、スピード違反等無謀運転の追放

　県、市町村、関係機関・団体、地域住民が一体となり、
憩域社会における交通安全の連帯意織の醸成と安全思想の
普及高揚に努め・正しい交通ルールとマナーの実践を通し
て交通事敬の防止を図るため実施するものです。
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慌
ゾ
・

W

麟保安林願

1一！

　
　
　
　
さ

　
』
、
と
』

起
　
　
、
～

τ

　
も
し
、
こ
の
地
球
上
か
ら
”
緑
”
が
消
え
た
ら
…
…
川
は
か
れ
、
砂
漠
は
広
が
り
、
酸

素
が
欠
乏
し
て
、
わ
た
し
た
ち
は
生
き
て
い
く
こ
と
さ
え
で
巻
く
馨
て
し
誤
喜
・

　
こ
の
よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
の
笛
目
の
生
活
は
、
森
林
か
ら
直
接
的
、
間
接
的
に
さ
ま

ざ
ま
な
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
国
の
「
保
安
林
制
度
」
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
特
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
森
林
を
法
律
に
基
づ
い
て
「
保
安
林
」
に
指
定
し
、
そ
れ
を
積
極
的
に
維
持
・
整
備
し

て
い
こ
う
と
ず
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
夏
に
向
か
い
、
森
林
と
”
触
れ
合
う
”
機
会
も
多
く
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
「
保
安
林
」
の
種
類
と
そ

の
役
割
を
知
っ
て
、
”
緑
”
に
対
す
る
愛
情
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
野
　
　
　
　
　
　
　
呵
・
ひ
q
「
－
り
　
を
が
ー
F

　
　
　
ド
臨
亙
毒

　
　
　
　
一
灘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
血
顧
一

　
　
、
亭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
い
る
森
林
の
面

　
　
　
τ
』

　
　
硬
瓶

　
　
鯉

　
　
》

　
　
輪
藩

　
　
臨
、

臨
鑑

．
韓

、
～
、

＝
鷺
．

廼

r

暮

－駐

琴
謬
呼

（
『

野

　
醜

嵐
y

積
は
、
約
八
万
四
千
七
百
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

日
本
の
森
林
の
お
よ
そ
三
分
の
『
、
国
土
面
積
の

五
分
の
』
強
に
あ
た
り
ま
す
。

　
保
安
林
に
指
定
さ
れ
る
と
、
そ
れ
が
た
と
え
個

へ
の
所
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
む
や
み
に
木

を
切
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

国
や
都
道
府
県
は
、
保
安
林
の
指
定
を
受
け
た
森

林
の
所
有
者
に
対
し
て
、
税
金
を
免
除
し
た
り
造

林
す
る
と
き
に
補
助
金
を
加
算
し
た
り
と
い
っ
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
特
典
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
．
て
れ
で
は
、
保
安
林
に
は
ど
ん
な
種
類
が
あ
っ

て
、
ど
ん
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
か
見
て
み
ま

し
よ
う
。

▼
保
安
林
の
種
類
と
役
割

，
ノ
製

f奮

～

7
ノ
、

づ
門
凋

レフむ

吹雪から鉄道や道路などを守る

溜から霧が流れ込むのを防ぎ、

農作物を守る

なだれの発生や被害を防ぐ

落石による危険を防止する

火災の延焼を防ぐ

魚のせい息や繁殖を助ける

船の航行の目じるしとなる

森林レクリエーションの場とな

る。また、空気をきれいにした

り、騒音を防いだりして生活環

境を守る

名所・旧跡などの景色を保存す

る

　一般的に，日本の国±は急峻

て　山崩れなどのソ、害が起こり

ゃすいのが特徴です、奔林の樹

†は地中深くに根を張りめへら
し
、
山
崩 れを防ぐ役割を果たし

てくれます

　また森林は、地表の土砂が降

雨とともに流れ出すのを防いで

　，れます。

飛砂と強い風から耕地や家を守る

　海岸近くの森林は，海からの

強い風や砂か農地や家屋に吹き

つけるのを防ぐ、つ1，・立ての役

割を果たしています。

河川の泡濫による被害を防ぐ

塩分による農作物の被害や津波、

高潮による被害を防ぐ

かんカヘリ　　　　ため

灌概用の溜池などの水がれを防ぐ

水をはぐく砥

　森材は　地害に降った雨や雪

τいったん地下水として蓄え、

七れを仔㌘に流！ゴ出す働きをし

ています，雨の降らない日か長

く続いても　森の地表や岩間か

らこんこんと清フ｝かわき出て、

川をからすことか加，、のはこの

ためです，，

　保安林の中で　最も面積の広

い水源かん養保安林は　このよ

うな目的を果たすために、タム

の周辺なとに多く指定されてい

ます

山崩れや士砂の流出を防ぐ

ノ0

◎
が
翻
⑳
鴎

か
つ
お
の

　
　
　
　
揚
げ
漬
サ
…
垂
墓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
矛
な
り
濃
い
き
つ
ね
色
に
な
っ
た

保科しのぶさん（斎川〕

【
材
料
】
　
（
4
人
分
）

　
か
つ
お
蜘
9
（
四
半
身
）
、
し
ょ
う

ゆ
ー
カ
ッ
プ
、
砂
糖
大
さ
じ
4
、
酒

％
カ
ッ
プ
、
し
ょ
う
が
1
片
。

【
作
り
方
】

①
四
半
身
の
か
つ
お
を
％
セ
ン
チ
の

　
厚
さ
に
ぶ
つ
切
り
に
す
る
。

②
し
ょ
う
ゆ
、
砂
糖
、
酒
を
小
鍋
に

　
合
わ
せ
、
包
丁
の
晒
で
つ
ぶ
し
た

　
皮
つ
き
の
し
ょ
う
が
を
入
れ
、
ひ

　
と
煮
た
ち
さ
せ
、
バ
ッ
ト
な
ど
に

　
入
れ
て
お
く
。

③
揚
げ
油
を
熱
し
、
か
つ
お
を
少
し

　
ず
つ
入
れ
、
中
火
で
色
づ
く
ま
で

　
揚
げ
る
。
（
揚
げ
方
が
足
り
な
い
と

　
し
ょ
う
ゆ
が
し
み
過
ぎ
塩
か
ら
く

　
な
る
）

　
ら
揚
げ
た
て
を
②
の
バ
ッ
ト
に
入

　
れ
漬
け
込
む
。

⑤
一
～
二
日
お
く
と
味
が
し
み
て
お

　
い
し
く
な
り
ま
す
。
冷
蔵
庫
で
二

　
週
間
く
ら
い
保
存
で
き
ま
す
。

※
魚
を
好
ま
な
い
子
ど
も
も
喜
ん
で
、

食
べ
ま
す
。
か
つ
お
の
旬
に
は
、
多

め
に
作
り
、
手
で
ほ
ぐ
し
、
き
ゅ
う

り
の
う
す
切
り
と
三
杯
酢
で
あ
え
て

も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

さ
ヘ
ノ
譲
い
も
き

　
り
あ
、
の
重
ね
驚
　
　
動
葉
“

　
気
を
き
っ
た
さ
つ
ま
い
も
と
り
ん

　
ご
を
並
べ
る
。

③
砂
糖
（
大
さ
じ
ー
）
、
塩
、
シ
ナ
モ

　
ン
少
わ
＼
干
し
ぶ
ど
う
（
大
さ
じ
一

　
1
）
を
ふ
り
、
バ
タ
ー
を
少
し
ず

　
つ
つ
ま
み
の
せ
る
。
②
・
③
を
く
ー

　
り
か
え
し
、
水
少
量
を
加
え
ふ
た

　
を
し
て
弱
火
で
ゆ
っ
く
り
蒸
し
煮

　
に
す
る
。
（
約
2
0
分
）

④
よ
い
香
り
が
し
、
全
体
が
や
わ
ら

　
か
く
な
っ
た
ら
、
粉
チ
ー
ズ
（
大

　
さ
じ
ー
）
を
ふ
り
ま
す
。

【
材
料
】
　
（
4
人
分
）

　
さ
つ
ま
い
も
姻
9
、
り
ん
ご
小
2

個
（
紅
玉
だ
と
味
が
よ
い
）
、
干
し
ぶ

ど
う
大
さ
じ
3
、
バ
タ
ー
適
宜
、
砂

糖
大
さ
じ
3
、
塩
・
シ
ナ
モ
ン
少
々
、

粉
チ
ー
ズ
大
さ
じ
ー
。

【
作
り
方
】

①
皮
を
む
い
た
さ
つ
ま
い
も
を
5
ミ
リ

　
の
厚
さ
に
切
り
、
水
に
入
れ
ア
ク

　
抜
き
を
す
る
。
皮
を
む
き
シ
ン
を

　
と
っ
た
り
ん
ご
を
5
ミ
リ
厚
さ
の
イ

　
チ
ョ
ウ
切
り
に
し
、
塩
水
を
通
す
。

②
厚
手
の
鍋
に
バ
タ
ー
を
ぬ
り
、
水

ご
存
知
で
す
か
？

1
魚
は
栄
養
の
バ
一
フ
ン
ス
が

　
　
よ
く
と
れ
て
い
ま
す
ー
・

　
漁
村
の
人
た
ち
は
、
心
臓
病
や
脳

血
栓
に
よ
る
死
亡
率
が
平
均
よ
り
低

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
調
査

に
よ
れ
ば
、
こ
の
人
た
ち
の
血
液
中

に
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
（
E
P

A
）
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

E
P
A
に
は
血
液
の
凝
固
を
起
り
に

く
く
す
る
作
用
が
あ
り
、
動
脈
硬
化

や
血
栓
の
形
成
を
予
防
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
E
P
A
は
、
さ
か
な
の
脂
肪
の
一

成
分
で
特
に
ア
ジ
・
イ
ワ
シ
・
サ
バ
・

サ
ン
マ
・
ブ
リ
・
カ
ツ
す
に
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

調査日＝昭和62年5月1日　白石市
消費生活モニター調査結果

　備　考
上昇品目：しょう

油、サラダ油、小

麦粉、食パン、牛

乳、バター、テf

ツシユペーパー、

ラップ、洗濯用合

成洗剤、灯油

下降品目：マーガ

リン、パーマネン
ト辛斗、軽享由、　プロ

パンガス

横ばい品目：砂糖、

カレーライス、理

髪料、レギュラー

ガソリン

対前得価格箆

　一％
　　4．7

　　7．6

　　0．4

　　4，2

　△3．6

　　1．3

　　0．5

　　2，2

　　6．7

　　5．0

△2．1

　2．2

　1．8

△1．2

△1．1

蔚酬物価格

　　266円

　　251

　　313

　　203

　　140

　　192

　　219

　　378

　　132

　　208

1，275

　　460

1，550

5，533

　　877

　　902

　　128

　　　80

4．578

平均　縫
　　　266円

　　　263

　　　337

　　　204

　　　146

　　　185

　　　222

　　　380

　　　135

　　　222

　1，339

　　　460

1，550

　5，416

　　　897

　　　919

　　　128

　　　　79

4．525

最低億
　　　258円

　　　250

　　　290

　　　168

　　　145

　　　138

　　　198

　　　360

　　　　98

　　　198

　1，080

　　　450

　1，500

5，000

　　　850

　　　864

　　　123

　　　　75

4．320

最　高億
　　　280円

　　　300

　　　370

　　　230

　　　150

　　　208

　　　250

　　　390

　　　158

　　　248

　1，495

　　　500

　1，700

5，800

　　　950

　　　950

　　　130

　　　　82

4，750

　　銘櫃・規格
上　臼　糖　　　　1kg

上級濃ロポリ容器入り14

ポリ容器入り　　　700g

薄　力　粉　　　　lkg

並　　　食　　　　1袋

ソフトカ7レトン入り　225g

紙容器入り　　　1，000GG

カルトン入り　　　2259

400枚（200組〉紙箱入り

幅30cm・長さ20m（一巻）
ポリ塩イヒビニリテ「ン

黎、修轡織渓替4．、k、

並　　食　　　　一皿

小学生調髪

コールド（ショート）

184　（店頭価格）

184　（配達料込み）

14　　　　現　金

14　　　　現金
10㎡（気体）

i遊．．＿櫓

3」：．よシ、辿

3．サラダ油

－凱塵．ーベ．．．．≧

．6』ローガロ壁．

乳牛
一
バ

　
8

7
　
■

8．バ　　タ　　ー

9．　ティッシュペーパー

10，ラ　ッ　プ
11．洗濯用合成洗剤

12．カレーライス

13．理　髪　料

14．パーマネント料

15．灯　　　油

16．レギュラーガソリン

17．軽　　　油

18．プロペンガス

ノ’



圃

厨

題

賜

　内
　閣
　総
佐理
藤大
辰臣
讐受賞
ん賞を
鯨！！

塵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
白
石
市
福
岡
八
宮
字
弥
治
郎
東
4
1
の
3

　
五
月
三
日
か
ら
七
日
ま
で
白
石
市
民
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

第
2
9
回
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
’
ル
て
最
高
の
栄
誉
で
あ
る
内
閣
総

理
大
臣
賞
を
受
賞
。
大
臣
賞
を
受
け
た
作
晶
ば
、
伝
統
こ
け
し
「
今

三
郎
型
師
号
」
頭
部
と
胴
部
を
脚
め
込
み
の
工
法
に
よ
り
接
続
し
、

胴
部
に
く
び
れ
を
O
れ
た
も
の
。
　
「
華
美
に
ば
し
ら
ず
、
腰
の
く
び

れ
は
現
代
女
性
を
も
感
じ
さ
せ
る
」
と
審
査
の
一
評
。

『
こ
け
し
は

　
　
何
で
か
わ
い
い
か

聯
　
　
　
－
　
』
’
フ

　
　
　
ー

　
　
　
　
　
♂

　
　
　
毛

　
　
　
　
ゴ

　
　
　
　
、
　
［

　
　
　

　
　
　
、

厭

邑

藍∬霊

　
　
　
ρ
㎡
、

孝
、

　
お
も
う
お
も
い
を
い
わ
ぬ
か
ら
』

こ
れ
は
故
堀
口
大
学
先
生
の
歌
で
す

　
　
　
　
　
が
、
総
理
大
臣
賞
を
受

　
　
　
　
　
け
た
佐
藤
さ
ん
も
口
数

　
　
　
　
　
の
少
な
い
、
も
く
も
く

　
　
　
　
　
と
仕
事
に
打
ち
込
む
ダ

　
　
　
　
　
イ
プ
。

　
　
　
　
　
　
こ
け
し
の
表
情
は
次

　
　
　
　
　
第
に
エ
ヘ
の
顔
に
似
て

　
　
　
　
　
く
る
と
い
わ
れ
ま
す
が

　
　
　
　
　
と
の
質
問
に
「
自
分
の

　
　
　
　
　
顔
よ
り
は
、
女
房
の
顔

　
　
　
　
ま
や
子
ど
も
の
顔
に
似
て

　
　
　
　
隻
く
る
の
で
は
な
い
で
し

　
　
　
　
　
ょ
う
か
」

　
　
　
　
　
　
「
親
父
は
木
地
ひ
き

　
　
　
　
　
を
し
な
か
っ
た
の
で
、

祖
父
の
今
三
郎
の
仕
事
を
見
よ
う
見

真
似
で
覚
え
ま
し
た
。
職
人
気
質
の

強
い
人
だ
っ
た
の
で
、
手
を
と
っ
て

教
え
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
」
と
ロ
ク
ロ
の
手
を

休
め
な
が
ら
話
す
佐
藤
さ
ん
。

　
1
5
歳
か
ら
こ
け
し
職
人
と
し
て
こ

け
し
を
つ
く
り
、
　
「
今
三
郎
型
」
を

継
承
し
て
い
ま
す
．
、

　
こ
け
し
は
、
割
れ
な
い
よ
う
に
十

分
に
乾
燥
し
た
ミ
ズ
キ
や
イ
タ
ヤ
カ

エ
デ
な
ど
の
原
木
を
木
取
り
し
、
荒

挽
き
、
仕
上
げ
挽
き
、
描
彩
、
ロ
ウ

仕
上
げ
の
工
程
に
よ
り
つ
く
ら
れ
ま

す
．
．
特
に
気
を
配
る
の
は
、
こ
け
し

に
目
を
ス
、
れ
る
と
き
、
目
の
描
き
方

で
表
情
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
い

ま
す
ウ

　
現
在
は
弥
治
郎
こ
け
し
業
協
同
組

台
の
代
表
理
事
と
し
て
、
原
材
料
の

確
保
、
後
継
者
の
育
成
、
販
路
の
拡

大
な
ど
に
つ
と
め
る
他
、
各
種
の
役

員
と
多
忙
な
毎
日
。

　
「
家
で
仕
事
を
し
て
い
る
時
間
よ

り
も
、
出
か
け
て
い
る
方
が
多
い
の

で
す
よ
。
今
日
は
小
学
生
が
見
学
に

来
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
居
り

ま
す
が
」
と
店
番
の
奥
さ
ん
。

　
こ
け
し
業
界
の
発
展
に
ま
す
ま
す

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
小
納
言
喜
多
の
墓
の
あ
る
滝
の
観

　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ
あ
き

音
堂
の
裏
山
に
田
村
清
顕
の
墓
が
あ

　
　
　
　
　
た
い
せ
ん
た
ゆ
う

る
。
　
「
田
村
大
膳
太
夫
清
顕
墓
」
と

い
う
案
内
も
小
原
街
道
に
立
っ
て
い

る
。
田
村
清
顕
は
福
島
県
三
春
の
城

主
で
、
エ
ゾ
征
伐
で
有
名
な
坂
上
田

村
麻
呂
の
子
孫
と
い
う
名
門
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
と
ド
い
ん
　
め
ニ
ひ
め

独
眼
竜
政
宗
の
正
室
陽
徳
院
（
愛
姫
）

の
父
親
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
な
ぜ
自

石
に
田
村
清
顕
の
墓
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
幕
末
頃
、

う
し
　
ひ
り
あ
き
　
さ

牛
総
顕
房
と
い
う

片
倉
家
の
家
臣
が

書
い
た
同
家
の
系

図
書
に
こ
の
墓
を

建
立
し
た
い
わ
れ

が
次
の
よ
う
に
書

い
て
あ
る
。
田
村

清
顕
は
天
正
十
四

年
二
五
八
六
）

十
月
に
急
死
し
た

が
、
　
｝
へ
娘
の
愛

姫
は
政
宗
に
嫁
ぎ

郷誌．噺、フ

去
、
田
村
家
は
断
絶
し
た
。

　
仙
台
藩
が
成
立
し
た
後
、
陽
徳
院

が
宗
顕
の
縁
故
者
が
伊
具
郡
金
津
に

隠
れ
て
い
る
と
聞
い
て
片
倉
景
綱
に

引
き
取
っ
7
、
取
立
で
、
で
、
ー
れ
る
よ
う

依
頼
し
た
。
調
ぺ
る
と
牛
纏
と
姓
を

替
え
て
い
た
金
兵
衛
定
広
を
見
つ
け
、

片
倉
家
に
引
き
取
っ
て
片
倉
姓
を
与

え
城
中
二
の
丸
に
住
ま
わ
せ
た
。
こ

の
定
広
が
清
顕
の
霊
を
弔
う
た
め
三

　
　
　
　
　
　
　
春
か
ら
遺
骨
を
改

　
　
　
　
　
　
　
葬
し
、
今
の
土
地

（⑯

家
を
相
続
す
る
者
が
無
か
っ
た
。
政

宗
と
結
婚
す
る
と
き
二
人
の
問
に
生

ま
れ
た
子
を
一
人
田
村
家
の
養
子
に

す
る
と
い
う
約
束
だ
っ
た
。
だ
が
清

顕
が
死
ん
だ
時
は
愛
姫
に
は
子
が
生

ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
田
村
家
で
は

と
り
あ
え
ず
清
顕
の
甥
田
村
孫
七
郎

宗
顕
を
養
子
分
と
し
て
田
村
の
家
政
、

を
と
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
肖
．
し
か
し

こ
の
宗
顕
も
同
十
八
年
十
九
歳
で
死

田村清顕墓のいわれ

か
ら
遺
骨
を
改
葬
し
た
と

は
粛
ラ
凡
ら
れ
な
い
。

田
村
家
の
ゆ
か
り
の
者
が
片
倉
家
の

許
可
を
得
て
作
っ
た
墓
で
あ
る
二
と

は
間
違
い
な
い
。
こ
の
定
広
が
喜
多

　
ご
ト
せ
ン
ペ
ロ

の
苗
跡
を
つ
い
だ
こ
と
は
二
月
号
に

書
い
た
通
り
で
あ
る
。

　
な
お
田
村
家
の
苗
跡
は
、
政
宗
の

孫
が
つ
ぎ
一
ノ
関
三
万
石
の
＋
、
名
と

し
で
、
取
り
立
で
、
ら
れ
た
2
市
史

さ
血
悪

に
百
間
四
方
（
三

六
〇
平
方
冒
）
の

場
所
を
片
倉
家
か

ら
許
さ
れ
墓
所
を

作
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
こ
の
系
図

書
は
そ
の
ま
ま
信

用
で
き
な
い
．
．
第

↓
、
三
春
に
は
清

顕
の
墓
は
立
派
な

も
の
が
あ
る
の
だ

　
　
　
い
う
二
と

　
自
石
の
も
の
は

ブ2

｝
」

イ
ド
ル

「ニニニニニニ

わが家のア

噺幽、
　　　　ぐ　ノ
　　　悔ノ

よ霧き』
　小室夏樹ちゃん（白石

鞠醐

遡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
湧

　
　
　
　
　
　
、
5
噺

　
　
　
　
　
　
　
、
　
』
窃

　
　
　
　
　
　
　
廼
瓢

俊一きん、元子さんの次男

ママからひとこと

“元気で思いやりのある子に

　　　　　育ってネ”

　
　
　
　
》

　
　
　
　
爵

　
　
　
　
・
釧
曝

悩
耀
、

た
遍
　
、
、
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郵

姦
司
1
『
、
噛
一
割
鰯
跨
ん

　「おしゃれざうるす」
こむろ　えま　　ニノか　　　

わたしの

　か轡曽勿

　　　寧

　ヌ

璽

　　　　　　　　　　　蓼　　　　　獣
　　　　　短‘
　　　椌

直
罵
　
　
愚

　「にじのはし」

さとう　ゆみえ（越河小2年

　　　　　一　　　　『　　　｝　　『　’一　　　一　　ぽ　声ガ

市
民
文
芸

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
入
三
首
、
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
白
石
市

字
桜
小
路
3
5
）
へ
。
短
歌
・
俳
旬
の
併
記
は
不
可
。

歌
　
　
壇

血
管
の
細
き
夫
な
り
痩
せ
し
手
に
温
湿
布
し
つ
つ
点

滴
を
待
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

草
む
ら
に
捨
ア
、
し
あ
さ
づ
き
群
れ
て
生
う
畑
巡
り
つ

つ
足
を
と
ど
め
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

姑
逝
き
て
な
す
こ
と
も
な
く
過
ぎ
ゆ
き
し
春
陽
照
る

日
の
ひ
と
日
長
か
り
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

誰
れ
か
来
て
欲
し
と
肉
親
を
待
ち
叫
ぶ
孤
児
の
姿
に

涙
あ
ふ
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

春
遠
く
待
つ
佗
び
し
さ
に
草
い
ろ
の
鴬
餅
を
購
ひ
て

来
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
桑
謙
一

離
れ
住
む
孫
入
学
の
写
真
見
て
涙
ぐ
み
つ
つ
佛
前
に

告
《
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

起
き
が
け
に
外
を
見
や
れ
ば
梅
の
花
庭
に
散
り
敷
き

雨
に
濡
れ
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
　
右
近

強
風
に
梅
の
花
び
ら
庭
に
舞
う
風
の
音
聞
き
心
痛
み

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

満
開
の
桜
に
雪
の
ち
ら
つ
き
て
異
常
気
象
を
憂
え
る

ば
か
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

老
年
は
せ
め
て
楽
し
く
生
き
よ
う
と
日
々
の
献
立
に

魯
訊
を
く
ば
り
お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
！
・

　
　
　
　
「
評
」
今
朝
も
点
滴
の
時
間
が
来
る
、
病
み
細
っ
た

　
　
　
夫
の
手
の
血
管
に
温
湿
布
を
し
て
そ
の
時
を
侍
つ
、

　
　
　
入
院
生
活
を
す
る
夫
へ
の
愛
情
が
よ
’
・
表
現
さ
れ
て

　
　
　
い
る
。
二
首
目
、
何
げ
な
，
、
草
む
ら
に
捨
て
た
あ
さ

　
　
　
づ
き
が
恨
付
き
群
れ
を
な
し
て
い
た
。
伶
者
は
畑
を

　
　
　
巡
り
な
が
ら
そ
の
生
命
力
に
足
を
と
ど
め
眺
め
る
。

　
　
　
三
首
目
、
姑
を
看
病
し
た
長
い
月
日
か
ら
解
放
さ
れ

　
　
　
な
す
こ
と
も
な
，
・
、
一
日
が
過
ぎ
ゆ
く
春
の
日
の
け
だ

　
　
　
る
さ
の
な
か
に
作
者
は
過
ぎ
去
っ
た
日
々
を
な
つ
か

　
　
　
し
み
な
が
ら
亡
き
姑
を
思
う
。

．
川
股
兵
三
選

　
　
俳
　
　
壇

草
餅
の
黄
粉
あ
た
り
に
散
り
易
し
　
　
日
下
　
　
文

　
　
　
　
ハ
評
）
た
ん
に
そ
れ
だ
け
の
句
な
の
で
あ
る
が
、
注

　
　
　
意
し
な
が
ら
食
べ
る
草
餅
で
も
黄
粉
が
散
り
や
す
い

　
　
　
も
の
で
あ
る
。

埋
め
立
て
て
隅
に
供
養
の
蛙
塚
　
　
　
草
野
　
美
沙

　
　
　
　
へ
評
）
田
が
埋
め
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
う

　
　
　
鳴
き
続
け
た
蛙
も
失
せ
て
し
ま
っ
た
。
せ
め
て
供
養

　
　
　
す
る
蛙
の
供
養
碑
が
立
っ
た
の
で
あ
る
。

初
孫
に
武
者
人
形
を
え
ら
び
買
ふ
　
　
岡
崎
　
澄
子

　
　
　
　
〔
評
）
男
子
の
初
孫
だ
け
に
う
れ
し
さ
が
一
杯
の
祖

　
　
　
母
。
せ
め
て
武
者
へ
形
だ
け
は
、
選
び
に
選
び
贈
り

　
　
　
た
い
』
夙
持
で
あ
る
o

自
石
は
大
風
吹
い
て
春
め
き
し
　
　
　
佐
藤
　
善
夫

桜
狽
磯
の
仮
寝
語
幾
日
も
　
　
　
　
　
佐
藤
　
周
子

城
駈
の
木
々
に
嚇
り
集
ま
れ
る
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　一！’戸ゼお，諏1ゴ’ 1・臼r
ド飴，

　国税庁では、高校生の皆さんの

税に関する作文を募集しています。

》応募資格　高校生

》テーマ　税に関するものであれ

　　　　　ば自由　一人一編、三

　　　　　千字以内。

〉締切　9月5日　最寄りの税務

　　　　署へ提出してください。

　、1♪　∬ぐ　　　ヂ糞，誉　爵

　　’一弓　　I デニξ　・　一為内

　親子映画まつり・東京交響楽団

演奏会・爆笑落語名人会・ウィー

ン木管八重奏団演奏会・宮フィル

と第九をうたう会・中村紘子ピァ

ノリサイタルなどの事業の他、交

響曲第九番合唱団員、入場料の割

引き、良い席の確保など特典のあ

る文化鑑賞会会員を募集していま

す。詳しくは、岩沼市民会館（岩

沼市押分宇志引160燈0223－23－3434

二紬声1御・　　訓寵 －　弓

　　　　　　　　若墜憂講｛1募典

　一般の方がたを対象に次の講座

を実施いたします．なお受講料に

はテキスト代・材料費も含まれて

います。

聖’毎．宜二病　庁船艇職員・

　　　無線従事者募集のお知らゼ

　海上保安庁では、昭和62年10月

に採用する船艇職員・無線通信士

・無線技術士を募集しています。

〉受験資格　昭和23年4月2日以

　　降に生まれた者で、高等学校

　　を卒業した者と同等と認めら

　　れる者

》受付期間　6月1日～6月18日

　詳しくは塩釜海上保安部管理課

総務係（塩釜市貞山通3丁目4－1）

　姪022－363－0111（内線373）へ。

轡薦質庭球協会会鼻募集
　楽しいテニスで

　　　　　若さと健康を〃

》ママさんテニス練習日　（月詠X蜀

》練習時間　10時～15時

》場所　市営コート

詳しく腱（6蹴樺富弥まで

纏1宮城技能開発センター

　　　　G月の各種講習案内
　技能向上をめざす方や、新しい

分野での知識や資格を身につけた

い方は、この機会にぜひ受講しま

しょう。

ウ
ロ座講

初級
ワープ
ロ講座

手づく

リネク
タf

講座

材理
ll曾　座

容内座講

自分だ1’トの美しし・文

章を伯三置」覧して・ヱ乱まし

よう。初めての方に
ワーヴロの基本操作
を石荏実1こマスターし

ていただきます＝

日噂 韻
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決
の
単
つ
ん

手r睡につ1，れて、お

いしい、そしてちょ
っぴり自慢できる今・
晩の食事のメニュー
を習得しましょう。

　ヨ

購
【量、マ12

　時

6
へ

気溝科

円

3500

lOOO

1500

レ会場仙南地域職業訓練センター

　　　　　　　　（柴田町船岡）

〉締切　6月12日（釦但し、定員に

　　　なり次第締切ります。

〉甲込方法ハガキか電話で下記へ

仙南地域職業訓練センター事務

局柴田町大字船岡字照内1つ

　　　　　　豊　　0224－57－1501

講　座　名
電気工事士基礎技能養成　111

（21

ワープロ基礎ID

121

パソコン初級

無接点1ロジソフ）シーケンス制御基礎

簿記基礎

自動車電気装置の基礎

パソコンロボット・制御（基礎）

接溶GT
配管工作基本

建築基礎講座・法規コース

建築基礎講座・設計コース

アーケ溶接特別教育

インテナンス塗装

木肺㈲細

木彫仲禰

注まいの設計入門

開始月日

6月15日～

9日～

3日～

26日～

30日～

25日一

3帽～

6日～

1日一

27日～

23日～

6日～

20日～

11日～

5日～

9日～

6日～

2日一

15

　言羊しく1よ奮022－362－2254宮圭成手支

能開発センター開発援助課へ。

　　　　　　　　　　　　　　　1

　～働く婦人の家～1

罐特別講』生r』蕪　　　　　1

　手編教室　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
。購6月1S日・26日，用3日・1

　　　　　　　　　　　　　　　サ　8日の4日間　9：30～12：00　i
I●内容　ペッチワーケ風のサマー1

　セーター製作　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　『
●定員20名　　　　　　　　1

●持参するもの　6号針と4号針！

●受講料　無料（ただし教材費は1

　実費個人負担）

・●講師　大槻順子先生　　　　　

●申込み締切日　6月13日

　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　（見本有り）　　！

　ステソク手芸　　　　　　　　　E
、●日時6月21日（日）9：30～12：001

●内容　花かご製作　　　　　　　1

●定員25名　　　　　　　　i
瞬講料無料（ただし教材費は1

実費個人負担）　　l
l
●
講
師
　 大槻順子先生　　　　　i

．持参するものボンド、お手ふきl

　　　　　　　　　　　　　　　l
、●申込み締切日　6月19日

　　　　　　　　　（見本有り）

　ワーグロ講習会
1
●
日
時
　 6月29日・30日の2日間

　　　　　10：00～12：00

●内容　初心者向け

●募藁人員　20名

●受講料　無料

●申込締切日　6月20日

i蟹定：期講座生募集

　　今話題のレザーケラフト、自

　分の好みのデザインで、小もの

　やセカンドバックを作ってみま

　せんか。
I
　
I〉期間　7月～3月の第2・4水

　　　　曜日（月2回）

〉時間　10時～12時

レ受講料無料

》材料代　実費個人負担

〉道具代　3，000円くらい

〉申込締切　6月20日

L詳、L二1垂丞媛△璽室量至Ω鐙エ

公民館だより／／

16ミリ映写機

　　　　　　操作技術研修会

　16ミリフィルムの映写技術の習

得のため実施し、終了者には認定

証を交付いたします。

〉日時　6月23・24日9時～16時

〉会場　白石市中央公民館

　　　　麿4－5377・　6－2453

　・歳恥一己～アジサイ

　うっとうしい梅雨どきに、華麗

な色彩の変化を楽しませてくれる

アジサイは、最近人気上昇中の花

のひとつです，）4月に入ると、温

室で育てた鉢植えが花屋の店頭に

姿を見せ、露地ものは6月から7

月にかけて花を咲かせます，

　アジサイが、最近、観光客の人

気を集めている理由は、観光的に

はすフシーズンの梅雨どきに咲き、

雨の中でかえって風情があるため

でしょう。アジサイは、さし木で

手軽に増やせるので、各地で”ア

ジサイ寺”や”アジサf園”が名

乗りをあげています。また”参加

観光”ブームに乗って、観光客に

さし木をしてもらい、アジサイ街

道づくりなどをしている所もあり

ます。

図

☆6月の特唾
『歴史と民俗をたずねる旅』をテ

ーマに、地方の歴史と民俗関係の

本（伝説・昔話・民具類・郷土の

玩具・料理）を中心に特集してい

ます。

　子ども室には、『いきいき自然』

をテーマに自然観察（動物・植物）

の本をそろえ、好評貸出し中です，、

　ご家族連れでご利用ください。

☆子どもの本展示薯
レとき　6月26日1金）～28日佃）

　　　　9時～17時（ただし28日

　　　　は10日寺～16日寺まで）

レところ自石市図書館

レ展示する本

　o昭和61年度中に刊行きれた子

　　どもの本（絵本・童話・民話・科

　　学の本など）…約500点

　○「21）1年のグリム」グリム兄弟

　　の作品〔絵本）の外参考文献

　　　一100、点

　○子どもの読書をすすめるため

　　に参考になる本など

　磁

書

、
淋

　　　　　辱　　　　簿
　　　　　　　　　　　　鶯

　　　　　　　響雫胃　》

▲春の野草展　5月2日～4日

館

八■　　　　　　　　　　　　γ， 、「

　即轄r1わ「　貝〆・、縫　1

》日曜日の開館時間

　　　午前10時～午後4時

O静かに読書のできる部屋もあり

　ます。

　　ぜひ、ご利用ください。

嚢議汚、、

ヲ1倉11鞭1ドコ　）見、ゾ

NHK大河ドラマ独眼竜政宗の放

映により、話題の中心となって1、氣

る片倉小十郎景綱。景綱公の生涯’

を知り、白石の歴史を知ろう！

レ期日　6月13日（土）

》時閻　午後1時30分

　　　　　～午後3時まで

〉主催・会場　白石市図書館

レ対象　一般市民（中学生以上）

レ定員100名

※入場整理券を発行しています。

希望者は図書館まで（電話でも可）

智6－301）4　小さいお子さんの入場

はご遠慮願います。

ー
躍
ゴ
ぎ
露
響

曜，濯ズ説

　
　
新
着
図
書
案
内
（
抄
）

情
報
バ
ワ
ー
ア
ノ
ブ
術
　
描
｝
韻
　
俊
’
卸

二
れ
が
ほ
ん
と
う
の
ア
マ
　
ィ
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
坂
　
　
實

海
の
日
‡
史
上
・
下
　
邦
光
　
史
郎

へ
生
に
逃
げ
場
は
な
い
　
志
村
　
　
武

海
外
安
宝
ひ
／
ド
フ
，
ヶ

　
　
　
　
　
　
ト
弓
ヘ
ル
ニ
ャ
ー
ナ
几

心
の
ご
ち
そ
う
　
　
疇
　
千
代
子
ぽ
か

；
れ
か
ら
の
O
A
　
　
　
白
旗
　
　
修

新
へ
垣
と
の
交
際
術
　
　
小
林
　
克
己

あ
め
り
か
カ
ラ
カ
ラ
異
邦
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
兼
　
　
功

子
ど
も
に
道
具
を
　
つ
う
　
鳥
居
　
昭
美

暮
ら
し
の
な
か
　
桁
神
衛
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
脇
　
　
巽

流
氷
が
連
れ
て
き
た
動
物
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
新
妻
　
昭
牛
、
ほ
か

主
命
の
起
源
を
解
ζ
七
つ
の
鍵

　
　
　
A
・
G
・
ケ
ア
ン
ズ
・
ス
ミ
ス

ア
f
テ
ィ
7
開
発
の
脳
H
O
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
野
　
　
移

ぺ
百
屋
さ
ん
ち
の
む
料
理
ノ
ー
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
　
栄
子

自
転
車
々
ー
†
フ
ノ
ケ
　
一
ノ
ズ
社

巨
大
農
協
の
凄
さ
！
　
　
ナ
　
　
拓
史

　
一
焼
技
法
随
聞
記
　
　
　
f
o
　
孝
博

眠
の
彫
刻
　
　
　
　
　
　
北
岡
　
謙
典

写
真
と
絵
で
わ
か
る
ポ
ケ
ソ
ト
・
ヒ
リ

ヤ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
櫟

七
ビ
ア
色
の
写
真
　
　
　
諸
井

ち
ょ
っ
と
気
の
き
い
た
文
淘
草
の
書
き
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
岡
　
光
秋

機，

悶
車
・
食
堂
車
・
寝
台
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
川
　
弘
之

美
し
い
キ
モ
ノ
訂
夏
　
　
帰
へ
画
報
社

眠
れ
る
霧
に
　
　
　
　
　
黒
井
　
干
次

暗
　
　
電
　
　
　
　
　
　
井
沢
　
元
彦

ヘ
ロ
ー
Z
ツ
マ
、
ワ
’
　
竹
下
　
景
子

花
の
図
鑑
上
・
下
　
　
阿
刀
田
高

本
所
し
・
れ
町
物
語
　
　
藤
沢
　
周
平

東
条
勝
子
の
生
涯
　
　
　
佐
藤
　
早
苗

　
子
ど
も
の
本

む
さ
び
し
山
の
さ
ξ
ら
の
†

　
　
　
　
　
　
　
宮
内
帰
畳
子
ほ
か

ヘ
ナ
さ
ん
の
む
き
η
・
：
さ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
野
　
宋
子

日
・
下
1
め
　
5
き
せ
つ
う
わ
る
け
し
き

　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
牧
失
ほ
か

に
け
ゼ
し
セ
木
．
”
馬
　
　
　
脚
同
仕
『
　
敬
’
犀

さ
つ
ほ
ろ
む
か
し
あ
つ
た
と
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪
谷
　
京
子

離
図
書
館

ブ4



お、しrら、liせ

，

」
蔀
司
鱒
織
論
穐
．
．

蒐
，
拝
プ
．
b
ー
〆
甲

　
　
ε
鼠
摯
艶
充
嶽
紀
見
下
i
、
5

母5」2111・構表）：

－市役所の所在地．

、〒曾89－021－1．

白石市掌桜小路35

　計量は、私たちの生活に重要な

役割をはたしています。

　たとえば、商取引きや健康管理

などにも利用され、生活上なくて

はならないものとなっています。

　6月7日の計量記念日の記念行

事として『計量教室』を開催しま

す。みんなで受講して正しい計量

知識を身につけましょう、

、》日時　6月9日（火）RMl時30分～

レ会場　中央公民館

詳しくは、商工観光課溶5－2111（内336）

　　・ 飛Fh　ll
『I

三“

　毎年、梅雨期や台風シーズンに

なると、がけ崩れによる災害が多

発します。日ごろから次のような

事に注意しましょう。

　地震のときや、100ミリメートル

以上の長雨、1時間に20ミリメー

トルを超す大雨のときは，特に注

意をするとともに、がけのまわり

を日ごろから点検し、避難先を決

めておきましょう。

　なお、がけを削ったり、水路を

っくるときは、市建設課岱5－2111

（内線243、264）または大河原土木

事務所費0224－53－3125へご相談く

ださい。

　　　，、ンj　r　　　 ．ノ　・』て1

　、唇藻）（了） 趨ヂh灯〆i咲　『

　生後91日以上の犬で4目以降予

防注射・登録をして1、）ない犬の飼

い主の方は、次の場所で注射・登

録を受けさせてください，ひ

》期日　6月16日（火1

　時　　間
9：00～9：10
9：30～　9　：40

10：10～10：20
10　：40～10　＝50

11　：20～11　：30

11　：5｛）～12　：0｛）

13：30～13：40
14：0i）～14：11）

14：30～14二40
15＝00～15111）

15　：40～15　：50

健序七ンケー
　会　　場

中央公民館

大贋沢公民館

臼川公民館

深谷公民館

福岡公民館

越河公民館
斎川公民館
大平公民館

滝下会館

小原公民館

レ料金　一頭につき4，700円

※都合のっかない方は、指定獣医

師の予防注射を受けさせ、保健衛

生課（健康センター）に登録して

ください。

指走自嘔β繍

斎藤好
保科善ク、

臼石市半沢屋敷前73　　　6－2235

　住　　　　所　　　電話

　斎川字御案内屋敷21　5－5954

たばこは

市内で買いましょう〃

　　　　　　　　　　　　　　　テ』．づ『ジlrl5頽ノ窟5，・縁、：鷲ド1tゴ，

　　　　　　　　　　　　　　　　
　書道・華道・彫金・写真などのi

作品を落ち着いた雰囲気の中で見

ていただいております臼風展も今1

年で第5回を向かえました。

　今年もぜひおいでください。　1

レ日時　6月13日（土）9時～18時

　　　　　14日（日19時～17時
　　　　　　　　　　　　　　
〉場所　白石市民会館

ブ7

留ノ、

　　　　　　1莞　レ　l　　 l

官公庁だより
L　 雪　3　r　1　1　！　『 』　」　l　 B　1　，

’．串窺む　め1りし，、’1車つ・。げ

　夏だよりの季節がやってきまし

た。「くじ付暑中見舞用郵便・・ガキ

（かもめ一る1」を発売します。

レ種類　かざく’るま、つゆ草、か

　　　に、無地の4種1一枚40円）

》発売期間　6月15日～8月31日

》くじ抽せん日　9月15日

1〉賞品

　A賞　ワードプロセッサー

　B賞　ビケニックセット

　C賞　「．玉みの日」小型切手シート

　　くうの一創葦、麗蒼号晃表

「春のおよろこび郵便ハガキ（さ

くらめ一る）」の当選番号が次のよ

うに決まりました。

》A賞　 コンポーネントステレ寸

　　　　848323　　。　821774

レB賞　アルバニ，

　　　　116　・　284　・406

　　　　796　・944

　賞品のお渡し期間は、昭和62年

5月11日から11月10日までです。

　ハガキの番号部分を切り離さず

に郵便局へお持ちください。

※年賀ハガキの賞品引き替えは7

月19日までです。

餅交通事故のご網談は

　　摘談センタ…へ（無稗
　交通事故に関するあらゆること

に専門の相談員が親身になってご

相談に応じています。

レ平臼　9時30分～16時40分

〉土曜　9時30分～12時

　　　　（第二・三土曜日は休み〉

》弁護士相談日　毎週水曜日

　　　　　　　13時～16時

　詳し1は、柚日本損害保険協会

仙台自動車保険請求相談センダー

仙台市中央2－8－16（東京海上ビ1レ

8階）麿022－223－9222

禽交通事故てお囲りの方に

　県では、事故被害者の損害賠償

間題の解決などのため交通事故相

誤員を各地方県事務所に配してい

ま才，相談の秘密を守り、一切無

料なのでご相談1ださヒ、・。

犬河原地方県事務所（大河原台庁）

　県民相談室溜0224－53－3111内221

禽極左暴力隻団逮捕にご協力を．ヴ

　宮城県警察では、極左暴力集団

によるテロ・デリラ防止対策の一

環として県民の皆様からの極左暴

力集団関連情報を専門に受理する
　　　　　　二f二fでチ　　　ゼロ　ヲ、一フ1ηへ♂

『極左111）番』221　0110
を警察本部内に設置しました。

・特に自石者察署管内には、山荘・

貸別荘が多：、かつ東北縦貫自動

車道，東北新幹線が通り、極左暴

力集団の潜みやすい環境下にあり

ま†， 次のような不審の点にお気

付きの方は「極左111）番」または白

石警奈署（5－21381へ通報下さい，

1》応侍にことさら警戒心が強い

映訪間者もなく孤独すぎる生活を

　送って1、ミる

》家具誰P～少ないなと生活が下自然

》職場な，どの身元確認をきらろ

レ入居の際の口実と実際の行動に

　矛盾があり、不審な物音をたてる

園自衛官を募集中！

　防衛庁では、次により自衛官を

募集しています。

レ応募資格　釆春3月高校卒業予

　　定者及び18歳～25歳の男子

1〉身　分　　特別職国家公務員

》入隊時期　62年7月一63年2月

　　　　　（18歳～25歳の男子）

　　　　　62年3月・4月

　　　　　（高校卒業見込み者）

レ待遇初任給は月額110，200円

　　防衛庁職員給与法により定期

　　昇給r年1回）賞与（年3回で

　　4．9月分）9～12ヶ月で昇任

　　119，900円その他各種手当が有

　　り、2年勤務で416，333円、4年

　　勤務で1，316，333円の任期満了

　　手当を支給，，

〉技術教育　普通・大型自動車免

　　言午、　言周王里自市、　大型雫寺憂朱免言午、

　　ボイラー技士、特殊無線技士

　　など各種の有資格者になれます。

※詳しくは、市民課または大河原

募集事務連絡所（0224－53－2185）へ

お問1，・台わせ1ださい。

正しく使おう！みんなの電波
　「電波法違反防止旬問』6月1日～6月10目

〉無線局は免許を受けてr如、濠し

　よつ

　、無線局を運用するときは免許

状晩許証票）を携帯1、て1だ
　さ1，㌧、

〉コードレ三電話は現在NTTで

　り一一、して1，斗るもの以夕トは免言午

　されておりませんこ

　景近、免許されない不法コー

　ドレフ電話を訪問販売して1、・る

　業者が1，ムるのて、疑問な点があ

　れば購、ア、前にNTTか車北電気

通信監理局へむ問1，・合せ1ださ

　い。1技術墓準適含証明のシー1し

　の目占f寸のないコードレス電言舌は

　使用できません）

レ不法なコードレス電話は直ちに

　捕免去しましょう。

》不法無線局を開設し、または運

　用した場含は、一年以下の懲役

　または⑳万円以下の罰金に処せ

　られます。

レ不法無線局はみんなが迷惑しま

　す。

、‘・テレビ・ラジオの受信障害、混

信妨害、その他電波一般にかかわ

るご照会等がありましたらご相談

　ださい。

　　〒980仙台市本町3－2－23

東北電気通信監理局費022－221－0603

二一二青少年国際交流キャンプ鷺7二

　つくろう世界のともだち

　　　　　広げよう自分の世界

　富士山麓の大自然の中、日本在

住のアメリカとインドネシアの青

少年との国際交流キャンプを開催

します。

レ7月31日（金1～8月4日（火）4泊5日

〉場所　静岡県朝霧高原（小学生〉

　　　　山梨県本栖湖（中・高生）

レ対象　小学校4～6年　　360名

　　　　中学生・高校生　　180名

〉参加費（出発地により異なる）

　小学生　　30，000円～46，000円

　中・高生　34、000円～43，000円

〈資料請求・間い合せ・申し込み先〉

1財）国際青少年研修協会

〒160東京都新宿区四谷2－11

　　　　　　　　大村ビル3F

　　　姪03－359－8421

■昭和62年度海外開発青年

　　　　　　募集のお知らせ

　中南米の国々で、日系の受入機

関と3ヶ年間雇用契約を結び、自

己の技術、技能をもって日系社会

の発展に参加するとともに、現地

社会への定着の準備をする。

〉資格　満20歳～35歳の短大・高

　　専卒業以上の学力を有する者

〉募集人員　30名

〉申込期間　6月1日～7月10日

　詳しくは、国際協力事業団東北

　本部曾022－223－5151

　仙台市一番町四丁目6－1

　　仙台第一生命タワービル18F

秘宝でつづる

　　地球46億年の物語

rNHK地球大紀行展」

》期問　6月30日㈲～7月19日（日1

〉開館時聞　10時～19時

〉会場　斎肝報恩会自然史博物館

お問い合わせは、NHK仙台放

送局　奮022－225－8811

☆今月の納税は、市県民税等1期分です。納期内に納めましよう〃 ダ6
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休日急患当番医
月日

6／7

14

21

28

7／5

内 斗不

大沼医院（5）2502

広瀬医院（5）0238

刈田病院（5）2145
三浦クリニック　（5）6854

柿崎医院（5）2210

外 科

刈田病院（5）2145

斎藤医院（5）1222

刈田病院（5）2145

朝倉病院（5）2101

刈田病院（5）2145
※都合により変更になる場合もあります。

定　例相 談

　荘重に第11回『城の会』

　去る5月10日、若葉の益岡公園
に尺八や琴の音が流れ、謡曲や長
唄、仕舞、日本舞踊などが披露さ
れ、城趾につかの間往時が戻った
感。今回は登別三曲会の特別出演
もあり、古典の世界が再現されま
した。
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こけしコンクール上位入賞者
　　　　1市内在住者のみ1
　内閣総理大臣賞倥藤辰雄／文部
大臣奨励賞柴田栄子／林野庁長官
賞清原たかを！通商産業省生活産
業局長賞渡辺雄二／青森、営林局長
賞　小倉勝志、宮城県知事賞高橋
とし子・柴田工芸社／岩手県知事賞
六郷満／青森、県知事賞斬山学／会
長賞新山吉太郎・山家幸央

薩人口の動き　ら月1日

（6月分）

相談区分

市長相談

入権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

社会保険
相　　談

税矛砦桑目言炎

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

婦人相談

無料法律
相　　談

身障者
相　　談

青少年
相　　談

樒談霞

15

15

15

15

5・25

15

15

　15
毎週
月・水・金

リオン

12・25

ホ
ー
9

二

15

15

11

　
金

5
　
木

1
週
西

　
毎
鳳

時　閤

10：00～

　12：00

10：00～
　15：1）0

10100～

　15：00

10：00～

　15：00

10100～

　12：00

9：30～

　15二〇〇

10：30～

　15：00

10：00～

　15：00

13：00～

　14：00

10：00～

　11：00

10100～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

9：00～

　17：00

場　　醗

白石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

自石市役所2階

第2会議室

臼石市役所2階

第2会議室
臼石市役所1階
消費生活相談室

自石市役所3階

第3会議室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

自石市役所2階

第2会議室

自石市役所4階

第4会議室
自石市役所3階

第3会議室
白石市役所4階
青少年相談

　　センター

容内

市行政に対する質問、

要望等について、川井
市長が直接相談に応じ
ます。

結婚、離婚、遺産相続、
借地借家、雇用、差別待

遇問題等

国や県、市など役所の
行う仕事について困っ
ていることや希望等

市民の日常生活上の困
りごと

健康保険、船員保険、
厚生年金など

相続や贈与、土地売買
に関する税金、法人の
税金などの相談

買物苦情、消費生活一
般

補聴器の修理、調整な
ど

家庭内の人間関係や異
性との問題等で悩んで
いる女性の方

法律についての困りご
と

身体障害者精神薄弱者
の生活、職業、結婚等

子供の教育上の相談

現在　　l　lコ砦．聡oメ、男20部6．．女21，6笠
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